





































































































































































































































































































































































































































































































































































































面には，大正十三年九月一日造位 一千九百四十六年九月一日改造 施主 愛隣園 李誠七」とな
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っています。
李誠七は，震災後横浜の朝鮮人たちで相互扶助の団体「愛護会」を組織しその会長に推されまし
た。しかし活動からはだんだん距離をおき1926年神奈川県に内鮮協会が設立されると社会事業家，
宗教家として朝鮮人評議委員になりました。
一方，労働運動が活発化していくなか，朝鮮人の労働組合「横浜朝鮮労働会」が組織され，虐殺
朝鮮人の追悼が，重要な闘いの課題として取り組まれました。
1925年９月５日の３周記念日には，朝鮮同胞追悼会を戸部倶楽部で行います。朝鮮人60名，日
本人側は横浜自由労働者組合員山上房吉外10余名参加します。当日会場に「憤悼震災当時被虐殺
五千之我同胞」「嗚呼震災当時被虐殺我同胞半島万諸霊位」「以生残同胞之憤涙弔被殺同胞」の横断
幕が掲げられるとすぐさま警官から撤去の命がでましたが，それにも屈せず金天海が演説を始めま
した。しかし，警官の激しい命令と金天海と他２名の拘束で遂に追悼会の解散を余儀なくさせられ
ました。
しかし朝鮮人労働者と日本人労働者が結集し協議し，翌日同じ場所で警官の弾圧に屈せず，より
多く朝鮮人80名，自由労働組合，横浜印刷工組合など労働者も参加し120名を結集し「震災惨死
者追悼会」をやり抜きました。
1926年９月２日に在日本朝鮮労働総同盟横浜朝鮮合同労働会（横浜朝鮮合同労働会の後身）は，
追悼会を開催します。朝鮮人140名，日本人労働者20名が参加します。
1927年には，神奈川朝鮮労働組合主催，東京・横浜の無産団体の後援で横浜山下町「中華和親
劇場で「震災４周年追悼会」が開かれます。中国国民党支部から長文の追悼文が寄せられました。
1928年在日本朝鮮労働総同盟神奈川朝鮮労働組合主催で，「関東大震災虐殺事件第５周年追悼集
会」を横浜長者館で開催しました。神奈川県警は80名を出動させ会場内外を警戒させ，横須賀，
東京から出席しようと来た労働者を検束，友誼団体からの檄文を全部押収，開会の冒頭に解散を命
じ，本部役員28名を検束しました。
その後，厳しい時代に抗議すら出来なくなってしまったのでしょうか。
終わりに
「関東大震災時朝鮮人虐殺90年神奈川実行委員会」は，90年の取り組みを終えましたが，継続し
て取り組みをしようと言う事になり，会名の90年をとって「関東大震災時朝鮮人虐殺の事実を知
り追悼する神奈川実行委員会」になりました。95年，100年を見据えて取り組もうと会を進めて
います。
集まってくる会員は，今の時代のレイシズムに危機感を感じ，われわれ自身が，未来を見据える
ために学び，つながり，伝えていこうと考えています。
関東大震災時の朝鮮人虐殺は，日本の植民地支配の中に位置づけて考えなくてはなりません。日
本帝国主義権力は植民地支配に抵抗する独立運動に対しては徹底的な弾圧を加えました。３.１運
動に対する憲兵，軍隊のあくなき虐殺，放火，それは朝鮮半島から中国地方や沿海州にシベリアに
至るまで追いかけて弾圧する，火種を残さないやり方です。まさにこの連続行為が関東大震災時の
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朝鮮人虐殺であると考えます。子ど
もも大人も「まるで戦争のようであ
った」と言っていますが，朝鮮人に
対する日本の侵略政策が国内に向け
て発動されたものと考えます。関東
大震災時朝鮮人虐殺はジェノサイド
です。そういう意味では，世界史の
中で見ていく必要があります。
日本政府は，朝鮮人虐殺の事実を
隠蔽し，真相解明に何等努力するこ
とをしないばかりか妨害をしてきま
した。被害者やその家族に対しても
謝罪して来ませんでした。形式ばか
りの自警団の裁判で責任をとったと
言えるのでしょうか。このような事
が二度と起こらないようにするため
には，事実を明らかにし，責任をと
ること謝罪することが必要です。そ
のことが現在の差別排外主義に向き
合うことにもなります。
日弁連は，2003年政府に対して，
責任を認め謝罪すること，虐殺の真
相を調査し原因を明らかにせよと勧
告を出しましたが，いまだに回答が
ありません。私たちも多くの人（日
本，在日，韓国）とつながりながら，
深く学び未来に向かって進みたいと
思っています。
（やまもと・すみこ　関東大震災時朝鮮人虐殺の事実を知り追悼する神奈川実行委員会代表）
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